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（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

＊
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
に

よ
る
雇
用
調
整
助
成
金

は
、
世
界
的
な
金
融
危

機
や
景
気
の
変
動
な
ど

の
経
済
上
の
理
由
に
よ

る
企
業
収
益
の
悪
化
か
ら
生

産
量
が
減
少
し
、
事
業
活
動

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

事
業
主
が
、
そ
の
雇
用
す
る

労
働
者
を
一
時
的
に
休
業
、

教
育
訓
練
又
は
出
向
を
さ
せ

た
場
合
に
、
休
業
、
教
育
訓

練
又
は
出
向
に
係
る
手
当
若

し
く
は
賃
金
等
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
休
業
手
当
相
当

額
の
２
／
３
（
大
企
業
は
５

割
）
支
給
限
度
日
数
：
３
年

間
で
３
０
０
日
（
最
初
の
１

年
間
で
２
０
０
日
分
ま
で
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
つ
ま
り
、
大
企
業
で
も
休

業
を
実
施
し
た
場
合
近
く
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
て
受

理
さ
れ
た
ら
、
休
業
手
当
の

50
％
を
国
の
雇
用
保
険
か
ら

支
給
を
さ
れ
る
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。
支
払
っ
た
保
険

料
か
ら
会
社
に
補
填
さ
れ
る

と
い
う
訳
で
す
。
こ
の
保
険

料
は
社
員
の
給
料
か
ら
も
天

引
き
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
厳
し
い
時
期
に
は
、

休
業
で
も
全
額
の
賃
金
保
障

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

集積回路

電
機
連
合
の
各
労
組
は

ベ
ア
４
５
０
０
円
を
要
求

09
春
闘
に
お
い
て
、
電
機
連
合
の
統

一
闘
争
で
、
物
価
上
昇
で
生
活
が
悪
化

し
た
分
を
補
填
す
る
た
め
に
、
日
立
・

東
芝
・
三
菱
電
機
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・

Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
シ
ャ
ー
プ
な
ど
は
、
４
５
０

０
円
の
ベ
ア
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

一
時
金
の
要
求
月
数
は

一
時
金
要
求
は
、
業
績
連
動
で
決
め

る
労
組
が
多
い
中
で
、
三
菱
電
機
５
・

８
３
ヶ
月
、
日
立
と
シ
ャ
ー
プ
５
ヶ
月

の
要
求
を
し
て
い
ま
す
。

日
立
と
三
菱
電
機
か
ら
事
業
統
合
し

て
設
立
さ
れ
た
ル
ネ
サ
ス
は
、
４
ヶ
月

要
求
と
大
き
な
格
差
が
生
じ
ま
し
た
。

09
春
闘
は
「
業
績
悪
化
」
が
言
わ
れ

て
い
る
中
で
「
雇
用
も
賃
上
げ
も
」
の

立
場
で
、
最
後
ま
で
取
り
組
み
を
強
め

て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

何
で
も
あ
り
の
施
策

主
要
な
会
社
提
案
の
施
策
は
、

◆
特
別
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
募
集
す
る
。

◆
月
例
賃
金
を
減
額
す
る
。

◆
時
間
外
手
当
割
増
な
ど
減
率
す
る
。

・
時
間
外
手
当
30
％
を
25
％
に

・
休
日
勤
務
手
当
45
％
を
35
％
に

・
深
夜
勤
務
手
当
30
％
を
25
％
に

◆
国
内
出
張
の
日
当
な
ど
を
停
止
す
る
。

◆
裁
量
勤
務
手
当
て
を
減
額
す
る
。

現
行
の
26
％
を
25
％
相
当
に

◆
休
業
を
月
に
１
日
～
３
日
実
施
す
る
。

◆
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務

定
時
出
勤
を
原
則
と
す
る
。

◆
裁
量
労
働
勤
務

フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
の
対
応
に
準
じ
る
。

◆
交
替
勤
務
の
変
更

４
組
２
交
替
を
５
組
２
交
替
に

対
象
者
の
兼
職
を
認
め
る

◆
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
停
止
す
る
。

減
額
は
約
百
万
円
規
模

会
社
提
案
の
「
賃
金
カ
ッ
ト
」
を
始

め
と
し
た
収
入
の
減
額
の
詳
細
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
時
金
や

残
業
の
減
少
な
ど
を
概
算
で
計
算
を
す

る
と
「
年
間
で
約
百
万
円
」
規
模
に
な

り
そ
う
で
す
。
安
易
に
了
解
が
で
き
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一時金の要求月数

０９春闘での年間一時金の要求月数は下

表の棒グラフの様に格差が生まれました。

＝
09
春
闘
「
雇
用
も
賃
上
げ
も
」闘
お
う
＝

賃
金
減
額
分
は
回
復
後
返
金
を

ケ月

ル
ネ
サ
ス
で
賃
金
カ
ッ
ト
の
提
案
も



絵

手

紙

で

ご

挨

拶

ル
ネ
サ
ス
労
組
武

蔵
支
部
の
組
合
員

意
識
調
査
結
果
の

速
報
が
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
定
時
出
退
勤
日
が

必
要
と
考
え
て
い
る
人
が
66

％
、
不
要
の
19
％
を
大
幅
に

超
え
て
い
ま
す
。
現
実
は
定

時
退
勤
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

組
合
を
必
要
と
感
じ
る
時
は

「
労
働
条
件
を
改
善
を
し
て

い
く
と
き
」
と
答
え
た
人
が

ダ
ン
ト
ツ
で
、
次
に
「
不
況

対
策
で
雇
用
と
職
場
を
守
る

と
き
」
で
し
た
。
つ
ま
り
、

今
日
の
取
り
組
み
に
大
い
に

期
待
を
か
け
て
い
る
事
を
示

し
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
）

編集後記
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◎
オ
ス
カ
ー
Ｗ
受
賞

日
本
映
画
も
素
晴
ら
し
い

納
棺
師
を
知
る

さ
っ
そ
く
観
賞
し
た
い

◎
中
川
大
臣
失
態

全
世
界
に
配
信
さ
れ

日
本
の
品
格
が
落
ち
る

◎
か
ん
ぽ
の
宿

安
く
入
手
し
て

高
値
で
転
売
し
大
儲
け

な
ぜ
こ
ん
な
事
態
に
！

休
憩
室

半
導
体
事
業
の
特
殊
性

経
営
責
任
も
重
大

一
般
的
に
も
半
導
体
事
業
に
は
巨

額
の
設
備
投
資
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
経
営
的
に
も
好
況
時
に
は

大
き
な
利
益
を
稼
げ
る
が
、
不
況
時

に
は
赤
字
が
膨
ら
み
や
す
く
、
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
不
況
時
の
02
年
３
月

期
に
も
半
導
体
の
赤
字
が
膨
ら
み
自

己
資
本
を
減
ら
し
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
経
営
の
舵
取
り
に
重
要
な
役

割
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

（
Ａ
）

日
立
・
三
菱
電
機
と
の

格
差
は
仕
方
が
な
い
か

ル
ネ
サ
ス
の
設
立
か
ら
６
年
を
迎

え
ま
し
た
。
移
籍
時
に
は
労
働
条
件

は
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
日
立
製

作
所
や
三
菱
電
機
か
ら
新
会
社
に
移
っ

て
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
組
に
所

属
し
て
同
様
の
労
働
条
件
で
あ
っ
た

も
の
が
、
ル
ネ
サ
ス
労
組
に
な
り
業

績
が
良
く
て
も
親
会
社
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
悪
化
す
る
と
ド
ン
底

ま
で
落
ち
て
し
ま
う
程
の
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
全
く
納
得
で

き
ま
せ
ん
。

（
Ｂ
）

相
当
な
減
収
で

気
が
重
た
く
な
る

今
年
に
入
っ
て
か
ら
各
拠
点
の
休

業
が
続
き
、
製
品
の
入
荷
が
極
端
に

落
ち
込
み
、
職
場
で
は
本
来
の
仕
事

が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
職
場
で
は
残
業
ゼ
ロ
と
な
り
、

何
年
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
会
社
提
案
の
賃

金
の
平
均
10
％
減
額
の
実
施
と
、
年

間
一
時
金
要
求
の
４
ヶ
月
と
な
り
相

当
な
減
収
が
見
込
ま
れ
気
が
重
た
く

な
る
。
自
分
の
業
務
を
通
し
て
不
景

気
と
会
社
経
営
の
厳
し
さ
を
肌
で
感

じ
て
い
る
。

（
Ｃ
）

電
機
連
合
の

統
一
闘
争
は
重
要
だ

各
企
業
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が

あ
り
、
対
応
す
る
労
組
は
一
番
良
く

知
っ
て
い
る
の
で
そ
こ
に
埋
没
を
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
方
針
で
統
一
闘
争
を

組
ん
で
労
働
条
件
の
底
上
げ
を
図
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
大

変
な
時
に
こ
そ
、
電
機
連
合
で
の
統

一
闘
争
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｄ
）

繰
延
税
金
資
産
と
は

先
払
い
し
た
税
金

ル
ネ
サ
ス
の
業
績
悪
化
の
説
明
で

「
繰
延
税
金
資
産
」
の
取
り
崩
し
で

大
幅
赤
字
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
繰
延
税
金
資
産
に
「
先

払
い
し
た
税
金
と
相
殺
で
き
る
だ
け

の
将
来
利
益
が
見
込
め
る
場
合
し
か

計
上
で
き
な
い
」
と
説
明
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
繰
延
税
金
資
産
を
取

り
崩
す
事
が
大
幅
赤
字
決
算
に
な
る

と
の
説
明
に
は
分
か
り
辛
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
会
計
ル
ー
ル
と
税
法
の

違
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｅ
）

ルネサスに増資必要

日立製作所の財務部門統括の

中村豊明専務は、日本経済新聞

の取材でルネサスに関して次の

様に報道されています。

「半導体の需要減で今期は２０

００億円を超す最終赤字になる

見通しだ。銀行とつなぎ融資に

ついて交渉をしている。いずれ

資本を増強する必要があり、共

同出資会社の三菱電機と協議し

ていく」（０９年２月２５日付

「日経」より） （Ｆ）

職
場
だ
よ
り


